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■ ユースオープンの部 チャンピオン決定戦 

今や公式戦への登竜門となっているユースオープンの部。今年も各都道

府県から未来を担うチームが集結しました。

予選ラウンドから安定したプレーを見せたのは年間ランキング２位の柴

村亮佑＆CHARIS（ボーダーコリー）チーム。決勝ラウンドでも抜群の

安定感で他をよせつけず、昨年のリベンジを果たしました。

２位には昨年天功（ウィペット）とのチームで優勝し今年はX（ウィ

ペット）とのチームで２年連続優勝を狙った深谷浩之選手が決定戦を制

しました。

団結力とチームワークが重要となる団体戦では、出場チームすべてがラ

ンキング20位以内に入っている強豪東京都が、２年連続の優勝を狙った

岐阜県を圧倒。団体戦優勝を飾りました。

■ シニアドッグの部 チャンピオン決定戦 

７歳以上の競技犬によって争われるシニアドッグの部。しかし今のシニ

アドッグは若い世代に全く引けを取らない身体能力を維持しており、こ

ちらも白熱した戦いとなりました。そんな中優勝争いを演じたのはいず

れも過去グランドチャンピオンシップのファイナリストにも輝いたこと

のある２チーム。

決勝ラウンドで30ポイントをたたき

出し追い上げた荻野隆行＆くらら

（ラブラドール）を僅か２ポイント

かわしたのは、小川真由美＆James 

Moriarty（ボーダーコリー）チー

ム。３位には地元三重県の東條浩一

＆ライズ（ボーダーコリー）が入り

大きな声援が送られていました。

■ ペアの部 チャンピオン決定戦 

愛犬、そしてなによりパートナーと

のコンビネーションが要求されるペ

アの部。毎年さまざまなドラマが繰

り広げられますが、予選トップに

立ったのは公私ともにノリにのって

いる西前まな美・吉武竜司＆mira

（ボーダーコリー）チーム。

決勝ラウンドでは予選２位通過の中

西香里・上田彰＆ふぁん太（ボー

ダーコリー）チームに４ポイント差まで詰め寄られますがリードを保ち

見事優勝。このチームにとって2014年という年は忘れられない1年にな

ることでしょう。

関東勢同士の争いとなった３位決定戦は長年の想いが通じ今年ペアを結

成した高橋純代・福島則行＆ルーカス（ボーダーコリー）チームが石川

恵子・今井照明（ホワイトシェパード）チームをくだしました。

■ ジャパンファイナル2014 開催記念大会 

2日目以降にノミネートを受けた

チームのコンディションを整える大

会とも言える「JAPAN FINAL 2014 

IN三重記念大会」は、また違った意

味での熱い戦いが繰り広げられまし

た。昨年度から採用されたグランド

チャンピオンシップセミファイナル

を翌日に控えた選手や、レディース

/スモールドッグチャンピオンシッ

プノミネートチーム、この日応援に駆けつけたプレイヤー達の第１＋第

２ラウンド制で勝者を決めるミックスマッチ。

明日からの本戦を占うような一戦の勝者は、菊地敦子&珊瑚（ボーダー

コリー）チームが65ポイントを獲得して優勝しました。そして、第2位

に菊地浩樹&琥珀（ボーダーコリー）チームと、チーム菊地は、ご夫婦

でワンツーという素晴らしい成績で本戦を迎えることとなりました。第

3位には、本年絶好調チーム鈴木武司&Samos Cougaチームでした。

FRISBEE○○DOG JAPAN FINALR

SAT SUN MON

第1日目――――2014.11.3――――天候：雨／風：弱風

日本フリスビードッグ協会設立後21回目となりました、ジャパンファイナル日本一決定戦。いよいよ2014年度の各部門、

そしてグランドチャンピオンが決定する舞台の幕が開きました。第1日目はあいにくの雨模様となりました、三重県中勢グ

リーンパーク会場。しかしながら、熱い思いを持って来られたノミネート選手達は、雨をも弾き飛ばすパワーをみなぎら

せていました。
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■ D-1 MAXチャンピオンシップ 

2014年度はフリーフライト選手権の

名称から、20周年の試みとして「フ

リーフライト D－1 MAX」と名称

を変え、ファーストステージにディ

スタンスを盛り込み開催されまし

た。

そしてジャパンファイナル決戦の

日。ファーストステージは、各チー

ム規定演技を無難にこなし大きく点

数の開きが出ないかと思われました。

その中でも、頭ひとつ出して規定演技トップの成績を取ったチームが優

位にセカンドステージへ進むかと思いましたが、ディスタンスで崩しセ

カンドステージへともつれ込む形で終了。

セカンドステージでは、非常にタイトなコートコンディションの中での

演技となりました。各チーム足元に苦戦しながらも、終始安定したプ

レーを見せた澤幹子&AILA（ボーダーコリー）チームが優勝。第２位に

澤幹子 & SID（ボーダーコリー）チーム。澤幹子選手は、AILA & SID共

にワンツーで入賞を決める快挙を遂げました。第3位には、チャンピオ

ンシップ9年連続の南浩一&GLORY（ボーダーコリー）チームが入賞し

ました。

■ スモールドッグチャンピオンシップ 

スモールドッグチャンピオンシップ

が確立されて10回目に当たる日本一

決定戦。

中には10年連続ノミネートを受ける

栄誉あるチームも顔を連ねる中、や

はり注目は７年連続出場で三度のス

モールドッグチャンピオンに輝いた

土田雅志&栗の介（ウェルシュコー

ギー）チーム。

しかし、第１ラウンドから圧力をかけたのが、ジャパンファイナル初出

場の新鋭チーム、上川成年&LUKE（パーソンラッセル）チームでした。

優勝戦線に絡んでくる有力チームが追いかける中、第2ラウンドそして

決勝戦と、終始安定したポイントを積み重ね、見事優勝を飾ったのは、

スモールドッグチャンピオンシップ初出場にして初優勝の上川成年

& LUKE（パーソンラッセル）チーム。第２位には、こちらも初ノミ

ネートからの入賞、加藤宣文&夢結（ミックス）チーム。第３位に、僅

か５ポイントの差を持って昨年度チャンピオン土田雅志&栗の介（ウェ

ルシュコーギー）チームという結果となりました。

■ レディースチャンピオンシップ 

熱き女の闘いとなるレディースチャンピオンシップも部門設立をして14

年目となりました。連続出場記録としては、本年度最多は８年連続の青

田恵子 & LIKE（ボーダーコリー）チームも顔を見せる中で戦われまし

た。

レディースチャンピオンシップでの注目といえば、シーズン最多の賞歴

を誇る荻野明美&蓮（ボーダーコリー）チームの存在。しかし、第１ラ

ウンド30ポイント後半のポイントを出してくるチームがプレッシャーを

かけてきます。

舞台は第２ラウンドへ移り、後半のチームに差し掛かった頃に大きく決

勝ボーダーラインを引き上げてきたのが、ヒート犬からの高橋未夢

& rosy（ボーダーコリー）チームと高橋未夢 & 綱手(ボーダーコリー)

チームの存在でした。

予選ラウンドの結果、安定して30ポイント台をマークした木田和夏

&Sunway（ボーダーコリー）チームがトップで決勝進出。

このまま逃げ切るかと思われた決勝ラウンド、予選第３位で決勝戦に挑

んだ高橋純代 & Iris（ボーダーコリー）チームが40ポイントをゲット

し、トータルポイント102ポイントとして後続チームにプレッシャーを

かけてきます。結果、後続２チームはプレッシャーに打ち勝つことが出

来ず。

輝かしいレディースチャンピオン

シ ッ プ の 優 勝 の 座 は 、 高 橋 純 代

&Irisチームと決定しました。

第２位には、惜しくも６ポイントの

差で木田和夏 & Sunwayチーム。第

３位には、高橋未夢&rosyチーム。

チーム高橋は、母娘での入賞を果た

す結果となりました。

第2日目――――2014.11.4――――天候：曇りのち一時雨 / 風：弱風

初日の雨も上がり、曇り空から始まりました第2日目。風の強さも弱く、絶好のコンディションとなりました。しかしなが

ら、ノミネート選手達を苦しめたのは雨で緩んでしまったコートコンディション。特にD－1MAX並びにスモールドッグ

には、タフなコンディションだったと思います。

2014年度表彰式典は「三重県総合文化センター」にて開かれました。フリスビードッグの長い歴史の中で、毎年素晴らしい記録や成績が生まれます。そ

の中でも、各部門並びにグランドチャンピオンシップ連続出場記録や通算出場記録は、長く愛犬とパートナーシップをとり栄誉ある表彰を受けるチーム

です。ドッグスポーツを楽しむ者達にとって、こういったチームは素晴らしい印象を持つのではないでしょうか。もちろん、チームワークを大いに発揮

し、ワンゲームのハイスコアやワンラウンドのハイスコアを樹立したチーム。果敢にも究極のプレーを成し遂げたチーム達。10ポイント×4本+アル

ファの5本を決めた一撃伝説賞や10ポイント×4本を達成したチームも、次世代のプレイヤー達の目標となるのではないでしょうか。皆様も2015年度、

数々の記録に挑戦してみませんか。
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■ グランドチャンピオンシップ 

前日のグランドチャンピオンシップ

セミファイナルから勝ち上がってき

たチームを含め、フリスビードッグ

日本一を決める決定戦に勝負をかけ

るのは総勢71チーム。1年間頑張り

ぬいてきた各チームが、この日だけ

の1ゲームで勝敗を決定します。

第1ラウンドは強風向かい風。もち

ろん、風の強弱はつきものです。少

しでも風の緩んだ時がチャンスです

が、それもグランドチャンピオンシップの神のみぞ知る結末。予想通

り、ほぼ20ポイント台で展開を見せている中で、30ポイント台を出した

のは僅かに３チームという厳しい戦いとなりました。

ある意味、決勝ラウンド進出のチャンスはどのチームも持ち合わせると

いう第1ラウンドから折り返し、第２ラウンドは強風追い風状況の中で

のタイトな戦い。フリスビーディスクが滞空時間を失い、たたきつけら

れる様なシーンが多く見られる中で、30ポイント台をマークできたのは

４チームだけという状況。

決勝進出の門を開けたのは、予選結果52ポイント以上を取った７チーム

でした。

予選トップは61ポイント同ポイントでしたが、第2ラウンドポイント上

位の福尾光一&GOKOO（ニュージーランドヘディングドッグ）チーム

がポールポジション。こちらのチー

ムに注目が注がれるのは、三度のシ

リーズチャンピオンを連続して獲

得。そして史上2チーム目となるシ

リーズチャンピオンとグランドチャ

ンピオンを同年において獲得すると

いう快挙がかかっています。

運命を決める決勝ラウンドの風向き

は、強風追い風のコンディション。

しかし、同じコンディションであった第2ラウンドをこなしてきた７

チームの猛者達は、自信に満ち溢れた顔で決勝の舞台に上がってきまし

た。決勝ラウンドが始まり、やはり時折フリスビーディスクを叩きつけ

るシーンもあり、思い通りにポイントを積み重ねることが出来ないファ

イナリスト達の中、最後に迎えた福尾光一&GOKOOチームがパーフェ

クトプレーを成し遂げ、トータルポイント97ポイントをもって優勝。

2014年度グランドチャンピオンに見

事輝きました。

第2位には、須貝信也&Lien（ボー

ダーコリー）チーム。第3位には、

レ デ ィ ー ス プ レ イ ヤ ー 木 田 和 夏

&Little Navajo（ボーダーコリー）

チームが入賞となりました。

第3日目――――2014.11.5――――天候：晴れ／風：強風

いよいよ、フリスビードッグ日本一の座を決める、グランドチャンピオンシップが開催される第3日目。天候は、3日目に

して晴天に恵まれましたが、グランドチャンピオンシップの神様は、風という試練を与えたのでしょうか、朝から強い風

が吹き荒れる最終日となりました。この日の開会式には、開催にあたって後援を頂きました、三重県津市より前葉泰幸市

長様に歓迎のお言葉を頂き、試投式を行って頂き日本一決定戦の幕が開かれました。

▲ 前葉泰幸市長による始投式

▲ ㈲谷尾興産 小谷様 ▲ ㈱ニーズ札幌 山田様

▲ ㈱ティー・クリエーション 菅原様

CONPETITION DATA

去る11月1日～3日、三重県津市 中勢グリーンパークにおいて、｢第21回 

ジャパンファイナル」を盛大に開催し、無事終了いたしました。

今大会の開催にあたり、誘致に奔走していただいた畑中様、開催地であ

る三重県津市様、協賛各社様、そして、ご参加いただいた皆様、本当に

ありがとうございました。

また、2014年度シーズンの開催にあたり、多大なご協力を頂きましたス

ポンサーの皆様にも、心よりお礼申し上げます。

JFAスタッフ一同

2014年11月1日（土） ～ 3日（月･祝）開催日

会　場 中勢グリーンパーク
（三重県津市あのつ台中勢北部サイエンスシティ）

日本フリスビードッグ協会

津市

主　　催

共　　催

協　　賛 ブラックウッドジャパンコーポレイション
株式会社 ティー・クリエーション
アース・バイオケミカル株式会社 
有限会社 谷尾興産
デビフペット株式会社
株式会社 アースウィング
アイペット損害保険株式会社
NEEDSBOX
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大会結果 ジャパンファイナル2014 in 三重津
決勝進出者 及び 入賞者一覧

グランドチャンピオンシップ
決勝ラウンド進出チーム

 1 福尾　光一 GOKOO 岡山県 ＮＺヘディングドッグ 97

 ２ 須貝　信也 Lien 岐阜県 ボーダーコリー 84

 3 木田　和夏 Little Navajo 大阪府 ボーダーコリー 82

 4 谷越久仁夫 環菜 岩手県 ボーダーコリー 77

 5 深谷　浩之 九十九 岐阜県 ウィペット 75

 6 川野辺　正 七海 茨城県 ラブラドール 74

 7 中村　清則 Charo 宮城県 ボーダーコリー 68

  氏　名 犬　名 出身地 犬　種 ポイント

レディースチャンピオンシップ
決勝ラウンド進出チーム

 1 高橋　純代 Iris 神奈川県 ボーダーコリー 102

 2 木田　和夏 Sunway 大阪府 ボーダーコリー 96

 3 高橋　未夢 rosy 神奈川県 ボーダーコリー 88

 4 成田　千恵 Milan 北海道 ボーダーコリー 78

 5 高木のどか ロビン 東京都 ボーダーコリー 69

 6 北川　伊織 シルフィー 奈良県 ボーダーコリー 68

 7 石川　理絵 LEON 大阪府 ボーダーコリー 64

 

  氏　名 犬　名 出身地 犬　種 ポイント

スモールドッグチャンピオンシップ
決勝ラウンド進出チーム

 1 上川　成年 LUKE 埼玉県 パーソンラッセル 65  

   2 加藤　宣文 夢結 埼玉県 ミックス 62  

   3 土田　雅志 栗の介 埼玉県 W.コーギー 60  

   4 三ケ田鈴香 サード 静岡県 ジャックラッセル 59  

   5 藤田　浩子 マイロ 奈良県 ジャックラッセル 58

  氏　名 犬　名 出身地 犬　種 ポイント

ユースオープンチャンピオンシップ（個人の部）
決勝ラウンド進出チーム

 1 柴村　亮佑 CHARIS 福岡県 ボーダーコリー 97  

   2 深谷　浩之 X 岐阜県 ウィペット 82  

   3 亀田　龍也 SUN 三重県 ボーダーコリー 82

  氏　名 犬　名 出身地 犬　種 ポイント

ユースオープンチャンピオンシップ（団体の部）
入賞チーム

  チーム 氏　名 犬　名 犬　種 ポイント

 １ 東京都 小山　　隆 REBECCA グローネンダール 255P

   田澤　秀孝 ボータン ボーダーコリー

   吉澤　憲一 そら ボーダーコリー

   増田雄太郎 虎二郎 A.シェパード

 ２ 岐阜県 深谷　浩之 X ウィペット 227

   村山明日香 弥七 ボーダーコリー

   深谷　里美 小夜 ウィペット

   長屋由紀子 Rutile ウィペット

 3 福岡県 柴村　亮佑 CHARIS ボーダーコリー 213

   中島　俊明 ジーク ウィペット

   川嶋　久美 LUCE ボーダーコリー

   柴村　健治 COSMO ボーダーコリー

フリーフライトチャンピオンシップ
入賞チーム

 1 澤　　幹子 AILA 大阪府 ボーダーコリー 68.22

  2 澤　　幹子 SID 大阪府 ボーダーコリー 63.03 

  3 南　　浩一 GLORY 兵庫県 ボーダーコリー 60.47

  氏　名 犬　名 出身地 犬　種 ポイント

ペアの部 チャンピオン決定戦
決勝ラウンド進出チーム

 1 西前まな美 mira 福岡県 ボーダーコリー 82

  吉武　竜司  

   2 中西　香里 ふぁん太 大阪府 ボーダーコリー 78

  上田　　彰 

   3 石川　恵子 鬼平 埼玉県 Wシェパード 65

  今井　照明   

   4 高橋　純代 ルーカス 東京都 ボーダーコリー 65

  福島　則行  

   5 有馬智津子 舞 新潟県 ボーダーコリー 61

  小諸　一男

  氏　名 犬　名 出身地 犬　種 ポイント

シニアドッグの部 チャンピオン決定戦
決勝ラウンド進出チーム

 1 小川真由美 James Moriarty 静岡県 ボーダーコリー 84

 2 荻野　隆行 くらら 大阪府 ラブラドール 82

 3 東條　浩一 ライズ 三重県 ボーダーコリー 79

 4 山口　朋孝 Rusty 兵庫県 ボーダーコリー 66

 5 宮迫　裕二 TRAD 京都府 ボーダーコリー 59

  氏　名 犬　名 出身地 犬　種 ポイント
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　スタッフの皆様、参加された皆

様、1年間お世話になりました。

ディスクを初めて15年くらいになり

ました。そして、GOKOOに出会え

て４年になり、ファイナルもGOKOO

とは４回目の出場です。しかも今回

で、3年連続で年間チャンピオンに

なることも出来ました。そして、シ

リチャンで挑む３回目のファイナ

ル、３度目の正直と思い挑んだファ

イナル。

　自分さえ落ち着いて投げれば、後はGOKOOが何とかしてくれると言

い聞かせながら、すべてのラウンドに入りました。その中でも２ラウン

ドの時が一番緊張しました。そして決勝ラウンド。気持ちを落ち着かせ

て、なんとかパーフェクトゲームができた瞬間、やっとGOKOOに日本

一という大きなプレゼントを頂きました。

　これまでも色んな苦労が有りすぎて口では言い表せませんが、すべて

良い思い出に変わりました。ここまで続けてこれたのも、家族、そして

今まで応援して下さった皆様が力になりここまで来れました。本当にあ

りがとうございました。来年もぼちぼち頑張りますので、皆様、これか

らも宜しくお願い致します。

　最後に一言、GOKOOを生んでくれたミミ（母）、本当にありがとね。

　まさかまさか！優勝するなんて思ってもみませんでした。初ノミネー

トなのでファイナルの雰囲気を楽しむため三重津までやってきました。

本来ならば緊張してまともなスローなど出来ないのでしょうが、緊張を

和らげる言い訳がいっぱいありました。

 「初めてのファイナル参戦なので投げられなくて当たり前」

 「田んぼみたいなグランドコンディションでは、まともに出来なくて当

たり前」

　まったく緊張しないで１Ｒ２Ｒ投げられた結果LUKEなんとシリーズ

戦でもなしえた事がなかった全投キャッチ！ ポイントよりも全投キャッ

チした事がとても嬉しかったです。

　決勝では事の重大さにやっと気付

きド緊張でまともなスローが出来ま

せんでしたがLUKEが頑張ってカ

バーしてくれて、優勝をもたらして

く れ ま し た 。 初 め て づ く し の

JAPAN FINALは一生の思い出にな

りました。これからもチームで楽し

く一生懸命頑張って行きたいと思い

ます。ありがとうございました。

　今シーズンは、rosyの出産や、母の不調などで、なかなか大会に参加

することが出来ませんでした。三重に出発する直前までバタバタし、気

持ちを半分残したままでのファイナル参加でした。

　レディース当日は、朝から自身の発熱で終始ボンヤリ。ラウンドが終

わる度、息も絶え絶えでした(笑)　Irisのファインプレーのおかげで決勝

進出することが出来ました。

　決勝では、出番直前に言われた東京支部長のアドバイスと、足場がか

なり悪かったので高めのスロー、この2点だけに集中して挑みました。

　タフコンディションの中、Irisが本当によく頑張ってくれ、悲願

のレディースチャンピオンになるこ

とが出来ました。日本一決定戦を、

愛娘、愛犬と競えたこと、忘れられ

ない思い出となりました。

　最後になりましたが、励まし、応

援して下さった方々、JFAスタッフ

の皆様ありがとうございました。支

えてくれた家族、友人、最愛の相棒

Iris。本当にありがとう。これから

も沢山宜しくお願いします！

　2014年皆様お疲れ様でした。

　昨年のファイナルでは、自分の納得出来る演技が出来ず、頑張ったア

イラ、シドの足を引っ張る結果となってシーズンを終えました。今年は

二頭と気持ちが通い合った演技をしたい、そう思って臨んだファイナル

でした。

　ファイナル当日。前日から降っている雨によりコートの中殆どがぬか

るんでいる状態。風は無いに等しいけれども、人ですら足を取られる地

面で普段通りにさせることは犬の安全性を考えても難しい状況でした。

 「普段の高さでやるよりも、セーフ

ティーにやろう｡」

　規定演技ではシドは納得出来る内

容でしたが、アイラの時は私のイー

ジーミスが多かったと思います。

　ディスタンスでアイラが頑張って

くれて予選1位通過。

　自由演技。コートはAコート。最初

のコートよりもぬかるみが多く、我が

家の犬達が走れるのか他の犬を見てい

ると不安になる。シド、臆さずに走り

こんでくれて頑張ってくれている。犬

達の気持ちに応えたい、アイラもきっ

と頑張ってくれる。そう信じてコート

へ。

　普段通りとはいかない内容でした

が、アイラ優勝、シド二位という結

果を頂く事が出来ました。

　応援して頂いた友達や家族、会長

始めスタッフの皆様、本当に有難う

ございました。これからも自分らし

く演技したいと思いますので宜しく

お願いします。

参戦記参戦記参戦記
グランドチャンピオン

福尾光一＆GOKOO

レディースチャンピオン

髙橋純代＆Iris

スモールドッグチャンピオン

川上成年＆LUKE

D-1 MAX チャンピオン

澤 幹子＆AILA
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　今年の東京都は強い。

と 耳 に し た の は 1 0 月 に

入った頃、まさか自分が

その東京都代表になると

は、その時は考えてもい

ませんでした。11月1日、

三 重 県 津 市 、 悪 天 候 の

中、ジャパンファイナル

が開幕されました。

　京都代表チームは個人戦で結果を残し、決勝ラウンドを1位で通過す

ることが出来ました。

　決勝ラウンド1人目は増田雄太郎＆虎二郎チーム。5投全キャッチの

パーフェクト。あと31ポイントで優勝となる場面で私とそらチームの出

番となり30ポイントを獲得｡（場を盛り上げようとした訳ではありませ

ん 笑）その後、田澤秀孝＆ボータンチーム、小山隆＆REBECCAチーム

へと引き継ぎ、優勝することが出来ました。

　数日前まで、ジャパンファイナルの場にいる自分を想像すら出来ませ

んでしたが、とても良い経験になりました。大会の出場を後押ししてく

れた方達に感謝しています。来年もファイナルに出場できるように日々

精進したいと思います。　　　　　　　（吉澤憲一）

　今年のジャパンファイナルは、昨年に続く２回目の出場でした。しか

し、受験生という事もあり思う様に大会に出られませんでした。

　そんな中、一戦一戦を大切にしながら掴んだ年間ランキング２位での

出場。今年こそは絶対優勝しようと思って臨みました。

　ついに迎えた本番。緊張もあまり無く１位で予選通過する事が出来ま

した。決勝では１７ポイント差、３本キャッチさせれば優勝という状況

に緊張したままコートに入ってしまい、思うようなスローが出来ず４本

全てCHARISに助けて貰う形での優勝となりました。だけど念願が叶っ

て良かったです。

　団体は昨年のリベンジとはいきま

せんでしたが３位に入賞出来て良

かったです。中島さん、川嶋さん、

お父さんとCOSMOありがとうござ

いました。

　最後に１年間協力して下さった皆

さ ん 、 一 緒 に 頑 張 っ て く れ た

CHARIS、ありがとうございまし

た。

　毎年JAPAN FINALのペア大会では各プレーヤー、本当に楽しそうに

プレーをしているのを見ていました。

　そんなペア大会に自分の愛犬とも出場したいと思い今シーズンより出

場する事を決めました。

　投げ手が変わるという特殊なペア大会のルールにミラが馴染めるか心

配でしたが、ミラは思ったよりすんなりと理解したようです。

　家の中では大人しく、人気のないところにいるのが好きな子で

す。(笑) しかし、フリスビーとなると目の

色が変わり、プレー中でもフリスビーをボロ

ボロにして戻ってきます…。

　住犬のステラは割りとソフトなので、

ハードマウスのミラに投げるのも相方共々

一苦労でした。しかし、ペア大会に出始め

て徐々に受け渡しもよくなってきて、終

わってみればペア大会日本一という素晴ら

しいプレゼントをくれました！

　あの足場の悪い中頑張って走ってくれ

たミラに感謝です。ミラ本当にありがと

う！そしてこれからも楽しもうね！

　今年は色々ありまして、春秋の近場の

大会だけの参加でした。あまり気合いも

入らず、ファイナル出場の実感もないま

ま会場入りしました。

　会場は雨でコートが田んぼ状態になっ

ていた為、怪我しなければいいかなと

４～６Ｐエリアに丁寧に投げたところ、

まさかの10本オールキャッチで決勝進

出。それでもいまひとつ集中できず、ボ

ケッとしていました。

　決勝に向かう途中、コートから「30P

～!」と聞こえてきた時、ようやく思い出

しました。

　私にとって大会は愛犬のお披露目の場。上手くキャッチできたときに

「モリアーティ凄いね、可愛いね！」っと言ってもらえるのが嬉しく

て、毎回参加していた事を。

　｢よし、全部キャッチね！」と気合いを入れると「まかせるの～ん

♪」といったかどうかはわかりませんが、モリアーティ見事３Ｒ全投

キャッチを決め、最高の形で終わることができました。

　ファイナルで大会の楽しみを思い出し、また楽しくゲームする事も出

来たので、2015年ものんびりではありますが参加したいと思います。

　９歳になったモリアーティ、今後ともよろしくお願いします。

　「まだまだいっぱい走るのねーん！」by モリアーティ

ユースオープン（団体の部）チャンピオン

チーム東京

ペアの部 チャンピオン

西前まな美･吉武竜司＆mira

ユースオープン（個人の部）チャンピオン

柴村亮佑＆CHARIS

シニアドッグの部 チャンピオン

小川真由美＆James Moriarty
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CHALLENGE CUP

　2013年度

シ ーズ ン か

ら、JFAに参

加させて頂

き、お世話に

な って い ま

す。

　昨年のチャレンジカップでのトライアルボー

ル参戦記で、「来年はディスクで小型犬クラスを

目指して！」と宣言し、１年間ヌノスビーでの練習

に取り組みましたが、結果、３メートルを超える

キャッチを１度も成功出来ないままです。

　今回は、ソフトディスクでのレトリーブクラス

での出場となりました。

　但馬の芝生広場は、晴天で暖かく絶好のディ

スク日和。ノアールは調子も良くやる気満々で

試合開始、第１ラウンドは失投１回、第２ラウン

ドはフットフォルトと投げ手のミス連発でした

が、何とか２位で決勝へ。

　決 勝では 、３投目から、残り時 間に焦り、

キャッチを無視したディスクを連投してしまい、

ＭＣさんの言葉を詰まらせてしまいました。

　今後もノアールと共に、「小型犬クラス出場」

を目標に日々精進したいと思いますので、よろし

くお願いいたします。

　｢キャッチよ！」の声に来夢が6エリアで、しっ

かりキャッチした瞬間「よし！」と声を上げ思わ

ず拳を握りしめました。2014年度のチャレンジと

小型犬の２部門を10歳の来夢が2冠制覇した。

　思えばデビュー戦をしてから紆余曲折があ

り、初心に帰り挑んだ大会。今年２度も車の追

突事故に遭い、記憶や気力も失せた時、愛犬の

「ディスク投げて！」の哭き声で自分を取り戻し、

リハビリに専念しながら迎えた大会だった。

　ウィペットや元小型犬のチャンピオン『ルナ』

を育てた上田さんのボーダー…。

　充分すぎるメンバーだった。胸を借りるつもり

で正々堂々と投げ、全 ラウンドパーフェクト

キャッチで、来夢も連走の疲れも見せず、戦い続

けました。

　愛犬やサポーター、それから皆様方に感謝の

気持ちで一杯です。そして、来夢、ありがとう。

　11月16日、但

馬の空は青く澄

んで絶好のグラ

ウンドコンディ

ションで、JFAの

協 会 設 立 2 0 周

年を祝うかのよ

うな日だった。

レトリーブクラス チャンピオン

辺見浩司＆ノアール

チャレンジクラス・スモールドッグクラス 優勝

福原芳郎＆来夢WEST
2014.11.16・兵庫但馬
兵庫県立但馬ドームで開催されました西日本チャン

ピオン決定戦は、チャレンジクラス・スモールドッグ

クラス・レトリーブクラス・トライアルボールドッグ

クラスの各決定戦が開催されました。決定戦当日は

清々しい朝を迎え、一日を通して晴れて風は弱風。

最高のフリスビードッグ日和の下で、各カテゴリー 

のノミネートチームは、思う存分力を出し切ったこ

とと思います。お昼休みにはアトラクションゲーム

「フリスビーディスクゴールゲーム」が行われまし

た。そして閉会式の締めくくりは、じゃんけん大会ア

トラクションゲームが開催され、ともに豪華景品が

勝者に与えられました。

　今年は運が良

かったと思いま

す。数回の参加

で決定戦に来ら

れました。10年目

の初出場です。

　 深 夜 に 出 発

し、早朝に牛久

に到着。何回も来た所ですが、落葉の中を忠実

と妻と一緒に、のんびり散歩などしてリラックス

できたようです。

　｢楽しく忠実と遊んで来なさい」と妻に励まさ

れ、コートに立ちました。投げたディスクを追い

かける忠実の姿がまぶしかった。

　一緒に遊びたいのか、私とディスクを取りに

走ったことなどを思い出しながらの、あっという

間の１分間でした。

　思いもしなかった優勝は、私たち家族にとって

最大の喜びです。

　忠実も来年は11歳。少しでも永く、一緒に楽し

く過ごして行きたいと思っています。

　忠実君、岩城家に来てくれてありがとう。君は

最高の「忠犬」だよ。

　 2 0 1 4 年 3 月 2 3 日 、新 し い 家 族 と なった

PIESPORT(ピースポート)。

　つくば大会会場から家に着くまで、車酔いも

なく、元気いっぱいに寒い青森に到着。

　それから8ヶ月弱の間、元気に走り回り夏は泳

ぎも覚えて、ときどき大会で会える兄姉父母たち

と遊び、本当に天真爛漫に成長しました。

　遊ぶのが大好きで、フリスビーも大好きで、そ

んな彼女だからチャレンジカップでも意欲あふ

れ、私のミススローのフォローもし、優勝するこ

とができました。

　育てていく間、悩みが無かったわけではあり

ませんが、周りのアドバイスもあり良いスポーツ

ドッグに成長しつつあると思います。

　ありがとうございました。今後も私達をあた

たかく見守ってください

スモールドッグクラス 優勝

岩城 均＆忠実

チャレンジクラス 優勝

柏木真理子＆PIESPORTEAST
2014.11.16・茨城つくば
毎年恒例となりました茨城県つくば市で開催され

た東日本チャンピオン決定戦。チャレンジクラス・ス

モールドッグクラス・レトリーブクラス・そしてトライ

アルボールドッグクラスの決定戦が行われました。

天候にも恵まれ緊張感の漂う中、各カテゴリーの

チャンピオンになるべく凌ぎを削る戦いが行われま

した。
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チャレンジカップ2014

　昨年６月、はるなが３歳の時、トライアルボー

ルとレトリーブ（ディスク）でデビュー。今年も、

同じ大会に出場、レトリーブはボロボロでした

が、ボールは良い結果でした。

　今回、チャレンジカップにお誘いがかかり、急

きょ、JFA会員入会申込し、５歳で初参戦。

　結果が１点差で優勝！

　信じられませんでした。本当にうれしいです。

　はるなは、大勢の人の中が大好きなので、ゲー

ム途中よそ見したり、臭い嗅ぎしないか心配で

したが、一心不乱にボールを追いかけ、ちゃんと

レトリーブしてくれました。

　今までで一番息が合った大会だったと思いま

す。よく頑張ってくれました。

　誘ってくださってありがとうございます。これ

で心おきなくボールを

卒業し、娘の愛にバト

ンタッチできます。来

年からトライアルボール

は、“はるな愛”(笑)で参

戦します。母はディスク

に挑戦しますので、これ

からも何卒よろしくお

願いいたします。

　ボールが大好きな愛理は６歳のジャックラッ

セルテリアの女の子。でも、体が小さくて、体重

も3.2kgしかありません。

　フリスビーも大好きなのですが、風が吹くと

風にあおられて、なかなか持って来れません。

　そんな愛理にピッタリなトライアルボール競

技、しかし、今までチャレンジカップに出場した

ことがなく、今回初出場で良い成績が残せたこ

とを嬉しく思っています。

　また、私も初めて「ウイニングラン」をさせて

もらい、良い経験をさせていただきました。で

も、今回優勝させていただきましたが、内容も点

数もまだまだです。

　2015年シーズンも、すでにスタートしていま

す。ワンコも人間も共に成長して行こうと思って

います。

　頑張った愛理

と、応 援してく

ださった皆 様、

ありがとうござ

いました。

　 2 014 年

シーズン、ス

タッフの皆

様、チャレン

ジカップ参

加の皆様、

お 疲 れ 様

でした。

　毬菜は、トライアルBゲーム第１戦から出場して

きました。

　その毬菜も10歳。今までいろいろありまし

た。真夏、まだタープがなくビーチパラソルだっ

た頃や、子供が学生の時、土日日帰り参戦した

事。今では、「そんな疲れることよくしたなぁ」っ

て夫婦で笑っています。

　毬菜４歳、ディスク転向。愛娘麗菜誕生。無

理を承知で始めた公式小型。初ジャパンファイ

ナルの当日に父の死。あの思い出は一生忘れら

れません。

　そして、歳には勝てません。両肩軟骨のすり減

り。今シーズンはボールと小型犬大会で遊びま

したが、公式慣れした毬菜は2R終わっても決勝

を待ってスタンバイする姿が辛くって、2015年は

また公式を毬菜・麗菜親子で頑張ります。ディス

クドッグでは数少ない犬種ですが、皆さんよろし

くお願い致します。

　最後に、ディスクの指導して下さった助定師

匠、これからもよろしくお願いします。

トライアルボールSSクラス 優勝

岩田 稔&愛理

トライアルボールOPクラス 優勝

広瀬妙子＆はるな

トライアルボールSDクラス 優勝

渥美ひとみ＆毬菜

　皆さん、初めまして！ 俺、オーシャン。チャレ

ンジカップでは、沢山、応援して頂き、有難うご

ざいました。

　俺は、今年の１月５日、埼玉の良家？に生まれ

たB・C３兄弟の長男、スムースの男の子です。性

格は真面目な天才犬、長甘えん坊と、母上は

言っています。

　僕は小さい頃、タマちゃんとか、オッちゃんと

呼ばれていましたが、本名はブルー・オーシャン

です。姉貴は ビーチ♪ 姉御で、小さい頃から駆

けっこで、ビシビシ鍛えられましたが、僕にはい

つも優しいです。

　父上は、大会に出るのは「競争率の少ないブ

ルー・オーシャン戦略で」と言って、初大会も

ターボ叔父さんと二人きりだったけど、楽しかっ

たです。

　チャレンジカップ決勝では、僕がボールを蹴

飛ばし、空高く場外

へ飛びましたが、結

果、111Pと１並び。

何かを持っているか

もし れ ん 俺 は 、こ

れからも父 上とブ

ルー・オーシャン戦

略を遂行参戦してい

きますので、 応援の

程、よろしくお願いし

ます。

　退会して９か月、再入会して最初のゲームが

チャレンジカップでした。

　スポーツ犬とはほど遠いと思われているM.

ダックスですが､“ぴの”は１歳の時からワンコス

ポーツに出場して､「めざせ優勝！ めざせスーパー

ワンコ！」として頑張ってきました。

　８歳を迎え、さすがに今迄のように集中力が

続かなくなってきたので､“ぴの”はSSクラスだ

けの参加にしました。

　思った通り１ゲーム目は走らず、これは､“ら

ら”も同じでした。

　それも、同ポイントで１ゲーム目は終了。“の

あ”ちゃんがリードしていたので、「このままで

は、“ぴの”・“らら”は、２位争いかなぁ～｡」って…。

　ボールゲームとはいえ、勝敗の行方は最後ま

でわからないものです。運よく“ぴの”と“らら”

で、優勝決定戦になってしまいました。

　ハンドラーの集中力と体力が切れないように

頑張り、僅差で“ぴの”が優勝しました。

　JFAの歴史上、M.ダックスがW優勝するなん

てありえないで

しょうね。“ぴの”

と“らら”のコンビ

でのス ポーツ・

ダックス普及に、

もう少し頑張れ

そうです。

　チャレンジカッ

プ に 出 場 す る

時、ちょっと悩ん

だことは確かで

す。2 月に 退 会

し、この期間不

参 加 と い う の

は、あの囲まれ

たコート内でどれだけゲーム感覚を戻せるのだ

ろうと思いました。

　出場するからには恥ずかしくないゲームも見

せたいし、今回は、若い“らら”を２クラス、“ぴ

の”は１クラスだけの参加でゲームに集中しても

らうことにしました。

　参加頭数はさびしかったけど、目標ポイントを

目指して頑張りました。

　OPクラス前のSSクラスでの１ゲーム目で大コ

ケするポイントを出したので､「OPクラスはイケ

そうだなぁ～｡」って、変な自信がありました。

　“らら”も「調子が上がって来たよ！」と、目で

合図したように見えたしね。

　目標には少し届かなかったけど、大きなワン

コのクラスで､“らら”が今まで練習した結果を

出して優勝してくれました。

　お散歩犬だった“らら”が“ぴの”を見て、ボー

ル遊びの面白さがわかって、一生懸命走って、練

習して､“ぴの”に追い付いてきたんだよねぇ。

　これからもファイト！

トライアルボールSSクラス 優勝

寒河江雅之＆ぴの

レトリーブクラス チャンピオン

長谷川幸二＆ブルー･オーシャン

トライアルボールOPクラス 優勝

寒河江雅之＆らら



大会結果 チャレンジカップ2014
決勝進出者 及び 入賞者一覧

チャレンジクラスチャンピオン決定戦

 1 福原　芳郎 来夢 兵庫県 ジャックラッセル 83

 2 上田　昌二 雫 兵庫県 ボーダーコリー 74  

 3 岩田　典代 未来 三重県 ミックス 59

 4 上田　隆行 桃子 兵庫県 ゴールデン 56

 5 岩田　　稔 風太 三重県 ボーダーコリー 56

  氏　名 犬　名 出身地 犬　種 ポイント

レトリーブクラスチャンピオン決定戦

 1 辺見　浩司 ノアール 兵庫県 ミックス 101

 2 渥美　貴久 紅音 滋賀県 シェルティ 95  

 3 広瀬　妙子 はるな 京都府 ボーダーコリー 74

 4 迫田さやか そら 大阪府 ボーダーコリー 72

 5 大山竜太郎 ホーク 大阪府 アイリッシュ･セター 63

  氏　名 犬　名 出身地 犬　種 ポイント

トライアルボールドッグゲーム（OP-CLASS）
チャンピオチャンピオン決定戦

 1 広瀬　妙子 はるな 京都府 ボーダーコリー 66

 2 三浦　昭二 小梅 三重県 ボーダーコリー 65  

 3 中川ゆかり アレス 滋賀県 シェルティ 60

  氏　名 犬　名 出身地 犬　種 ポイント

トライアルボールドッグゲーム（SD-CLASS）
チャンピオチャンピオン決定戦

 1 渥美ひとみ 毬菜 滋賀県 シェルティ 60

 2 岩田　　稔 愛理 三重県 ジャックラッセル 57  

 3 島村　葉子 プリン 京都府 ミディアムプードル 56

  氏　名 犬　名 出身地 犬　種 ポイント

トライアルボールドッグゲーム（SS-CLASS）
チャンピオチャンピオン決定戦

 1 岩田　　稔 愛理 三重県 ジャックラッセル 55

 2 杉岡　彰子 アークー 兵庫県 パピヨン 25

  氏　名 犬　名 出身地 犬　種 ポイント

スモールドッグクラスチャンピオン決定戦

 1 福原　芳郎 来夢 兵庫県 ジャックラッセル 85

 2 中川ゆかり レイ 滋賀県 シェルティ 37  

 3 渥美ひとみ 毬菜 滋賀県 シェルティ 34

 4 中川ゆかり アレス 滋賀県 シェルティ 34

 5 溝渕　千鶴 ゆず 兵庫県 ジャックラッセル 26

 6 清水　英男 小春 滋賀県 パピヨン 24

  氏　名 犬　名 出身地 犬　種 ポイント

チャレンジクラスチャンピオン決定戦

 1 柏木真理子 PIESPORT 青森県 ボーダーコリー 102

 2 五十嵐　誠 クロロ 茨城県 ボーダーコリー 94  

 3 吉川　麻絵 マーベル 茨城県 ウィペット 89

 4 吉澤　宏美 そら 東京都 ボーダーコリー 66

 5 布川　知子 やまと 千葉県 ボーダーコリー 62

  氏　名 犬　名 出身地 犬　種 ポイント

レトリーブクラスチャンピオン決定戦

 1 長谷川幸二 ブルー・オーシャン 埼玉県 ボーダーコリー 111  

 2 江連ふみか ちび 栃木県 ボーダーコリー 93  

 3 中村　理恵 姫 千葉県 ボーダーコリー 88  

 4 椎野　由美 VIVIAN 茨城県 Ａシェパード 87  

 5 天野　佳子 ターボ 東京都 ボーダーコリー 82 

  氏　名 犬　名 出身地 犬　種 ポイント

トライアルボールドッグゲーム（OP-CLASS）
チャンピオチャンピオン決定戦

 1 寒河江雅之 らら 千葉県 M.ダックス 66

 2 村形　則孝 空 山形県 S.プードル 50

  氏　名 犬　名 出身地 犬　種 ポイント

トライアルボールドッグゲーム（SS-CLASS）
チャンピオチャンピオン決定戦

 1 寒河江雅之 ぴの 千葉県 M.ダックス 53

 2 寒河江雅之 らら 千葉県 M.ダックス 53  

 3 平岡　啓子 のあ 東京都 トイプードル 51

  氏　名 犬　名 出身地 犬　種 ポイント

スモールドッグクラスチャンピオン決定戦

 1 岩城　　均 忠実 新潟県 W.コーギー 12

 2 小田由貴美 鈴音 三重県 W.コーギー 6  

 3 布施　明広 リンク 山形県 ジャックラッセル 2

  氏　名 犬　名 出身地 犬　種 ポイント

9

兵庫但馬茨城つくば



目で見るフリスビードッグの歴史『JFAアーカイブ』

http://j fa-archive.com
10
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